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上 段 ： 当 初

下 段 ： 変 更

種 別 規 格 単 位 計 算 数 量 設 計 数 量 摘 要
設計
数位

備 考
参照
数位

レベル１（工事区分）

レベル２（工種）

レベル３（種別）

レベル４（細別） レベル５（規格） 単位

 【記 載 例】

道路改良

道路土工

掘削工

86.0 90 -1

掘削 オープンカット m3 1,560.0 1,600 -2

舗装工

舗装工

アスファルト舗装工

下層路盤 RC-40 863.5 864 0

数　量　総　括　表

100
ただし1000m3未満及び岩
の場合は10m3

10 ただし1000㎡未満は1㎡

工 種

数量計算書より 数量丸め後

土木工事数量算出要領 「1.6 設計表示単位及び数位」より

国土技術政策総合研究所 「工事工種体系ツリー」より

P.1-1-6 ～

丸め方法は数位を入力

○数量総括表

数量総括表には、工事工種体系の工事区分（レベル１）から規格（レベル５）までの項目を記載するものとす

る。なお、体系階層毎の記載方法は以下のとおりとする。

１）レベル１～５の名称は、国土技術政策総合研究所の「工事工種体系ツリー」を参照して作成することを

原則とする。

２）計算数量欄には、「数量計算書」と同じ数量を記載する。

３）設計数量欄には、数量丸め後の「設計数量」を記載する。

４）列の追加・削除、セルの結合は行わないこと。

１ 作成方法

上下段で文字を調整

印刷しない



上 段 ： 当 初

下 段 ： 変 更

種 別 規 格 単 位 計 算 数 量 設 計 数 量 摘 要
設計
数位

備 考
参照
数位

数　量　総　括　表

工 種

１ 作成方法 印刷しない

（車道・路肩部） t=46㎝ m2 1,563.4 1,560 -1
10 ただし1000㎡未満は1㎡



数　量　総　括　表
上 段 ： 当 初

下 段 ： 変 更

種 別 規 格 単 位 計 算 数 量 設 計 数 量 摘 要工 種

２ 数量総括表様式


